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アウトライン

１．明確・詳細な目標設定

２．「主体的，対話的で深い学び」
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今，一番大切にしたいと思っていること

外国語の学習は言葉の学習であること

言葉の大切な役割は自分の考えや気持ちを伝え
ること

言葉は人と人をつなぐ役割があること

教室は言葉を学ぶ場であること，そして実際に使
う場であること

英語は気持ちが９割であること

英語は矯正から共生へと考えること

外国語教育は教育の一環であること
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小学校で特に大切にしたいこと
 初めて外国語に触れる段階である小学校においては，母語
を用いたコミュニケーションを図る際には意識されていなかっ
た，相手の発する外国語を注意深く聞いて何とか相手の思い
を理解しようしたり，もっている知識などを総動員して他者に
外国語で自分の思いを何とか伝えようとしたりする体験を通し
て，日本語を含む言語でコミュニケーションを図る難しさや大
切さを改めて感じることが，言語によるコミュニケーション能力
を身に付ける上で重要であり，言語への興味・関心を高める
ことにつながると考えられる。（「学習指導要領（外国語活動）」
p.12)

 実際に英語を用いて互いの考えや気持ちを伝え合うなどの言
語活動を行う際は，＜中略＞友達との関わりを大切にした体
験的な言語活動を行うこと。（p.43)

4

新しい学習指導要領のポイント 人との関わり



また，高学年の外国語科の目標を踏まえると，広く言語教
育として，国語科をはじめとした学校における全ての教育
活動と積極的に結び付けることが大切である。

高学年の外国語科において，日本語とは異なる英語の音
声や基本的な表現を用いてコミュニケーションを図ることは，
言葉の大切さや豊かさに気付いたり，言語に対する興味・
関心を高めたり，これを尊重する態度を身に付けたりするこ
とにつながるものであることから，国語科の学習にも相乗的
に資するように教育内容を組み立てることが求められる。

（「学習指導要領（外国語）」p.125)
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新しい学習指導要領のポイント 人との関わり
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明確・詳細な目標設定 学校段階別目標の明確化
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明確・詳細な目標設定 学校段階別目標の明確化
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明確・詳細な目標設定 学校段階別目標の明確化
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明確・詳細な目標設定 学校段階別目標の明確化
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学びの地図

みんなが同じ地図を見る

学習指導要領

専科の
先生

中学校
の先生

高校の先生
教科書会社・
教材会社

小学校
の先生

指導主事
の先生

保護者大学の先生

学校段階別目標の明確化 学習指導要領の学びの地図としての役割に期待
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学習指導要領の学びの地図としての役割に期待



「主体的な学び」とは

 「主体的な学び」の過程では，①外国語を学ぶことに興
味や関心を持ち，どのように社会や世界と関わり，学んだ
ことを生涯にわたって生かそうとするかについて，②見通
しを持って粘り強く取り組むとともに，③自分の意見や考
えを発信したり評価したりするために，自ら学習のまとめ
を振り返り，次の学習につなげることが重要である。この
ため，コミュニケーションを行う目的・場面・状況等を明確
に設定し，学習の見通しを立てたり振り返ったりする場面
を設けるとともに，発達の段階に応じて，身の回りのこと
から社会や世界との関わりを重視した題材を設定するこ
となどが考えられる。（中教審答申）
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主体的，対話的で深い学び



「対話的な学び」とは
 「対話的な学び」の過程においては，他者を尊重した対
話的な学びの中で，社会や世界との関わりを通じて情報
や考えなどを伝え合う言語活動の改善・充実を図ること
が重要である。このため，言語の果たす役割として他者
とのコミュニケーション（対話や議論等）の基盤を形成す
る観点を資質・能力全体を貫く軸として重視しつつ，コ
ミュニケーションを行う目的・場面・状況に応じて，他者を
尊重しながら対話が図られるような言語活動を行う学習
場面を計画的に設けることなどが考えられる。（中教審答
申）
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主体的，対話的で深い学び



「深い学び」とは
 「深い学び」の過程については，言語の働きや役割に関
する理解，外国語の音声，語彙・表現，文法の知識や，
それらの知識を五つの領域において実際のコミュニケー
ションで運用する力を習得し，実際に活用して，情報や
自分の考えなどを話したり書いたりする中で，外国語教
育における「見方・考え方」を働かせ思考・判断・表現し，
学習内容を深く理解し，学習への動機づけ等がされる
「深い学び」につながり，資質・能力の三つの柱に示す力
が総合的に活用・発揮されるようにする。このため，授業
において，コミュニケーションを行う目的・場面・状況等に
応じた言語活動を効果的に設計することが重要である。
（中教審答申）
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主体的，対話的で深い学び
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目的・場
面・状況
に応じた
言語活動

深い
学び

主体
的な
学び

対話
的な
学び

言語活動の充実主体的，対話的で深い学び



「外国語活動」及び「外国語」における言語活動

 外国語活動や外国語科における言語活動は，記録，要
約，説明，論述，話し合いといった言語活動よりは基本的
なものである。学習指導要領の外国語活動や外国語科
においては，言語活動は，「実際に英語を用いて互いの
考えや気持ちを伝え合う」活動を意味する。したがって，
外国語活動や外国語科で扱われる活動がすべて言語活
動かというとそうではない。言語活動は，言語材料につい
て理解したり練習したりするための指導と区別されている。

文部科学省「小学校外国語活動・外国語研修ガイドブック」，２０１７，p.２３
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言語活動の（再）定義



実際に英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合うという言
語活動の中では，情報を整理しながら考えなどを形成すると
いった「思考力，判断力，表現力等」が活用されると同時に，英
語に関する「知識及び技能」が活用される。つまり，英語を用い
ず，日本語だけで情報を整理しながら考えなどを形成する活動
は，外国語活動や外国語科においては言語活動とは言い難い。
一方で，英語を用いているが，考えや気持ちを伝え合うという要
素がない活動も言語活動とは言い難い。例えば，発音練習や歌，
英語の文字を機械的に書く活動は，言語活動ではなく，練習で
ある。練習は，言語活動を成立させるために重要であるが，練
習だけで終わることのないように留意する必要がある。

（文部科学省『外国語活動・外国語研修ガイドブック』２０１７，p.２３）
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「外国語活動」及び「外国語」における言語活動

言語活動の（再）定義



言語活動の充実

（今回の改訂のポイント）

伝統的な文法指導

目的，場面，状況を明確にした言語活動
（コミュニケーション活動）

本物のコ
ミュニケー
ションを教
室へ

伝統的な
文法訳読
式からの
脱却

意味を中
心に，文
法は後か

ら
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文法や語彙を学習し練習した。そうしておけば，
使う必要が出てきた時，英語を使うことができ
るだろう・・・
でも，できなかった・・・

伝統的な指導法 伝統的な教
授法は・・・
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伝統的な指導法

You have a pen.
Do you have a pen?

Yes, I do.   No, I don’t.

Do you have a pen?
a pencil? 
a book?
a bag?
a desk?
a chair?

一般動詞の肯定文
を疑問文にする時は
Doを文の前に置きま
す・・・Doで聞かれた
らdoで答えます。

では，pen を入れ

換えて練習してみ
ましょう・・・



Do you have a pen? と聞かれたら何と答える？
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Do you have a pen?

Here you are. 

I am sorry. 

Do you have a pen?

I am sorry. 

どんな場面で使う
か考えてみてくだ

さい・・・
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Do you have money?

Do you have money? と聞かれたら何と答える？

どんな答えに
なるか，考え
てみよう。和泉伸一『「フォーカス・オン・フォー

ム」を取り入れた新しい英語教育』
２００９ より
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目的や場面，状況などの重要性

文は，［目的や場面，状況など」の中で初めて
意味を持つ。［目的や場面，状況など」がないと
ころでは，単語や文法が本当の意味で分かった
とは言えない。

学習指導要領で繰り返されているフレーズ

目的や場面，状況など
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［目的や場面，状況など］が設定されると単語
や文法は理解されやすい。［目的や場面，状
況など］と切り離されて語彙や文法が教えられ
ても使えない。

小学生は教えられ
てもいない単語や文
をどうして理解でき
るのだろうか？

それは，いつも特
定の場面の中で英
語が使われている

から



外国語教育の段階的指導

I   like・・・
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ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが先，その後に語彙や
文法を学習する。
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素地とはなんでしょうか？

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのfoundation（素地）を養うと

いうのは，語彙や表現が不足している児童
が，ジェスチャーなどの様々な手段を使って
コミュニケーションを図る体験をすること！



Ｔｈｅ ｃｏｍｐｏｎｅｎｔｓ ｏｆ ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｖｅ ｃｏｍｐｅｔｅｎｃｅ

Savignon(1983)

社会言語学的能力

方略的能力

談話能力

文法・語彙力

素地(小学校）

基礎（中学校）

素地

基礎



目的や場面，状況などを踏まえて文法等を導入

目的 場面

文法・語彙

状況



英語の専門家からコミュニケーションの専門家へ
英語コミュニケーション教師

英コ教師
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児童・生徒という呼び名をやめて

Co-Learners
こら！



研究室HP http://kenoshiro.net/

Thank you very much!

Pressure!!!
(プレッシャー）

Pleasure

（プレジャー、楽し
み）


